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調査結果要約

静岡県では、農業の持続的な発展を図るため、「静岡県食と農の基本計画 2022-2025」に

おいて毎年 300 人の新規就農者の確保・育成を目標としており、その達成度の確認のため、

毎年度新規就農者の実態調査を行っています。

本年度は、令和４年度（令和４年４月１日から令和５年３月 31 日までの期間）に、静岡

県内で新規に就農した者について、その人数や属性の調査・分析を行いました。

近年、企業の農業参入が増えていることから、農業を開始した企業の数と、その企業に

おいて農業に従事する社員数についても調査対象としています。

また、平成 29 年度から令和３年度までの新規就農者の令和４年度現在の定着度も合わせ

て調査しています。

調査の結果、令和４年度の新規就農者数は 313 人・社（企業参入数 12 社）となり、令和

３年度より 17 人・社減少しました。

313 人・社から企業参入数を除いた 301 人の属性は、農家後継者が 28 人、自立就農者が

101 人、法人就職者が 172 人で、令和３年度に比べ、農家後継者が 11 人、自立就農者が３

人増加しましたが、法人就職者が 20 人減少しました。

非農家出身者の割合は、人材獲得競争が激化している中で、253 人（84.1％）となって

おり、学生や社会人を対象とした「新・農業人フェア」等のイベントや就農相談会の開催、

「短期農業インターン受入事業」、「がんばる新農業人支援事業」等の施策による成果と考

えられます。

また、農家の法人化が進み、経営規模の拡大による採用の増加や、「雇用就農資金」によ

る企業の雇用支援等により、法人が就農希望者の受け皿となっていることも背景となって

います。

就農年齢は、39 歳以下の青年が 56.5％を占め、現在の年齢区分で統計を取り始めた平成

12 年以降、一貫して中高年を上回っています。就農形態別に見ると、20 代までは法人就職

の割合が高く、自立就農者の多くは 30 代から 40 代となっています。

県と県農業振興公社が実施している就農相談でも、自立就農を目指す「がんばる新農業

人支援事業」への申し込みは異業種から転職を希望する 30 代が多く、本調査結果と同様の

傾向が見られます。
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また、就農後の定着状況について、平成 29 年度から令和３年度の新規就農者（企業参入

を除く）を対象に調査を行った結果では、就農形態別に見ると、農家後継者及び自立就農

者は概ね 9割以上の高い定着率を保つ一方、法人就職者は就農２年目以降の定着率が下が

る傾向となっています。

厚生労働省が発表している全産業の新規学卒者の就職後３年以内の離職率は、高卒約４

割、大卒約３割となっており、農業への就職や定着、離職の状況や対応を考える上で今後

も注目していく必要があります。定着度調査は来年度以降も引き続き実施し、就農５年後

までの経過を追っていきます。

結びに、調査に御協力いただきました、各農業委員会・農業協同組合・農業高等学校・

市町・農業会議等の皆様に厚くお礼申し上げます。

令 和 ５ 年 1 0 月

静 岡 県

＜調査方法＞

１ 令和４年度新規就農者の実態調査

（１）調査対象者：令和４年度新規就農者

※ 令和４年４月１日から令和５年３月 31 日までに就農した者

※ 年齢は 65 歳以下

※ 法人等就職者は正社員かつ農作業従事者のみ対象（事務員は対象外）

※ ただし、企業参入については令和４年１月１日から

令和４年 12月 31 日までに参入した企業を対象

（２）調査期限

令和５年９月末までに把握できた新規就農者を集計

※ 個人情報保護に配慮した結果、一部不明・無回答の項目があります。

２ 新規就農者の定着度調査

（１）調査対象者：平成 29～令和３年度新規就農者

※ 平成 29～令和３年度の新規就農者の実態調査で確認された新規就農者
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１ 新規就農者に対する調査

（１）新規就農者数の推移（企業参入数を含む）
令和 4年度の新規就農者数は 313 人・社（うち企業参入数 12 社）となり、令和

3年度に比べて 17 人・社減少したが、2年連続で 300 人・社を上回った。

表１ 新規就農者数の推移 （単位：人・社）

※ H18 年度から北遠が西部農林に合併された

※ H23 年度から企業参入数を含む

図１ 新規就農者数の推移
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（２）市町別新規就農者数（企業参入数を含む）
新規就農者の最も多い市町は浜松市の 103 人・社(32.9%)、次いで富士宮市の

36 人・社(11.5%)、静岡市の 30 人・社(9.6%)である。

農林事務所別では、西部農林事務所管内の 115 人・社（36.7%)が最も多く、次

いで中遠農林事務所管内の69人・社(22.0%)、富士農林事務所の45人・社(14.4 %)

となっている。

表２ 市町別新規就農者数 （単位：人・社）
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（３）出身別・就農形態別新規就農者数
新規就農者の出身は、非農家出身者が 253 人(84.1%)で、農家出身者 48 人

(15.9％)を上回っている。

また、就農形態別人数は、農家後継者が28人（9.3%）、自立就農が101人(33.6%）、

法人就職が 172 人（57.1%）となっている。

表３ 出身別の推移 （単位：人・％）

表４ 就農形態別の推移 （単位：人・％）
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（４）男女別新規就農者数
新規就農者の性別は、男性が 195 人(64.8%)、女性は 62 人(20.6%)となった。

自立就農者の比率は男性の方が高く、農家後継者及び法人就職者の比率は女

性の方が高かった。

表５ 男女別の推移 （単位：人・％）

表６ 男女別就農形態の割合 （単位：人・％）
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（５）新規就農時の年齢
新規就農者の年齢は、39 歳以下が 170 人(56.5%）、40 歳以上が 129 人(42.9%)

となっている。

このうち、39 歳以下の出身についてみると、農家出身者 19 人に比べて、非農

家出身者が 151 人で、7.9 倍となっている。

表７ 就農時の年齢 （単位：人・％）
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表８ 年齢別の推移 （単位：人・％）

表９ 年齢別の就農形態 （単位：人）

図２ 年齢別就農形態
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（６）作物別新規就農者数
就農した作物区分では、露地野菜が 103 人(34.2%)、次いで、施設野菜が 58 人

（19.3%）となっており、野菜生産で就農する者が全体の半数近くを占めている。

本県の特産品については、茶などの工芸作物が 20 人 (6.6%)、みかんなどの露

地果樹が 34 人(11.3%)である。

表 10 作物別新規就農者数 （単位：人・％）

表 11 作物別の推移 （単位：人）
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２ 参考資料
(１）県内新規就農者数の推移 （単位：人）

（ ）は、非農家出身者の内数
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（２）市町・年度別就農者数
（単位：人）
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(３）平成 29年度新規就農者の定着度調査
平成 29 年度に新規就農した者（企業参入を除く）267 人について、平成 30 年度

末から令和 4年度末までの、各年度末時点の定着者数を調査した。
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(４）平成 30年度新規就農者の定着度調査
平成 30 年度に新規就農した者（企業参入を除く）281 人について、令和元年度末

から令和 4年度末までの、各年度末時点の定着者数を調査した。
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(５）令和元年度新規就農者の定着度調査
令和元年度に新規就農した者（企業参入を除く）291 人について、令和 2 年度末

から令和 4年度末までの、各年度末時点の定着者数を調査した。
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(６）令和 2年度新規就農者の定着度調査
令和 2年度に新規就農した者（企業参入を除く）277 人について、令和 3 年度末

及び令和 4年度末の定着者数を調査した。
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(７）令和 3年度新規就農者の定着度調査
令和 3年度に新規就農した者（企業参入を除く）307 人について、令和 4年度末の

定着者数を調査した。


